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第40代陸上幕僚長着任
佐賀駐屯地開設
国内初地対艦誘導弾発射訓練
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6月25日～28日、森下前陸幕長はタイ王国を公
式訪問し、ソンウィット王国軍司令官及びパ
ナー陸軍司令官と懇談を行いました。
この際、タイ陸軍士官学校を訪問して、防衛
大学校卒業生と面会しました。引き続き、タ
イ陸軍との関係強化を推進していきます。

タ イ 訪 問  

A R M Y  

V o l . 1 1 0  

第39代陸上幕僚長離任行事 

A c t i v i t i e s  o f  t h e  C h i e f  o f  G r o u n d  S t a ff  

モンゴル陸軍司令官招待 

8月1日、第39代陸上幕僚長 森下泰臣 陸将
の離任行事が行われました。
離任に対し森下前陸幕長は、陸上自衛隊の
様々な活動に対し敬意を表すとともに、自衛
官・職員等に対して感謝の言葉を述べました。
最後は集まった隊員達により盛大に見送られ
ました。

6月22日～25日、森下前陸幕長はカンボジア王
国を公式訪問し、ボン・ピセン王国軍司令官
及びマオ・ソパン陸軍司令官と懇談を行いま
した。陸幕長のカンボジア訪問は２年ぶりで
あり、両国の陸軍種間の関係強化を推進して
いきます。

カ ン ボ ジ ア 訪 問  

ARMY VOL.110 02

陸 上 幕 僚 長 の 活 動

令和7年6月4日～7日、森下前陸幕長はモンゴ
ル陸軍司令官ツォグトジャルガル陸軍少将を
公式招待しました。モンゴル陸軍司令官の訪
日は初めてとなります。
市ヶ谷駐屯地において、現在の戦略環境認識
を共有するとともに、PKO能力構築支援やモ
ンゴルでの多国間訓練カーン・クエスト25等
を通じた関係強化について意見交換しました。
また、施設学校で同時期に実施されている
PKO能力構築支援を視察しました。

陸上自衛隊の任務

１枚で分かる。
No.1 2025.4月 日本の領土、国民を

守る陸上自衛隊の
「任務」

とは？

わが国に対するミサイル攻撃や島しょ部への侵攻などが
発生した場合に、海上自衛隊や航空自衛隊と連携し、

陸上防衛力をもって、
わが国の平和と独立・国の安全を直接守ります。
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０３式中距離地対空誘導弾12式地対艦誘導弾

防空のための作戦周辺海域の防衛ための作戦

陸上の防衛のための作戦

16式機動戦闘車

わが国の防衛

陸上の防衛のための作戦

公共の秩序維持 国際平和協力活動等

災害派遣 テロ対応等 PKO、救援活動等

国民保護措置等
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6月25日～28日、森下前陸幕長はタイ王国を公
式訪問し、ソンウィット王国軍司令官及びパ
ナー陸軍司令官と懇談を行いました。
この際、タイ陸軍士官学校を訪問して、防衛
大学校卒業生と面会しました。引き続き、タ
イ陸軍との関係強化を推進していきます。

タ イ 訪 問  

A R M Y  

V o l . 1 1 0  

第39代陸上幕僚長離任行事 

A c t i v i t i e s  o f  t h e  C h i e f  o f  G r o u n d  S t a ff  

モンゴル陸軍司令官招待 

8月1日、第39代陸上幕僚長 森下泰臣 陸将
の離任行事が行われました。
離任に対し森下前陸幕長は、陸上自衛隊の
様々な活動に対し敬意を表すとともに、自衛
官・職員等に対して感謝の言葉を述べました。
最後は集まった隊員達により盛大に見送られ
ました。

6月22日～25日、森下前陸幕長はカンボジア王
国を公式訪問し、ボン・ピセン王国軍司令官
及びマオ・ソパン陸軍司令官と懇談を行いま
した。陸幕長のカンボジア訪問は２年ぶりで
あり、両国の陸軍種間の関係強化を推進して
いきます。

カ ン ボ ジ ア 訪 問  

ARMY VOL.110 02

陸 上 幕 僚 長 の 活 動

令和7年6月4日～7日、森下前陸幕長はモンゴ
ル陸軍司令官ツォグトジャルガル陸軍少将を
公式招待しました。モンゴル陸軍司令官の訪
日は初めてとなります。
市ヶ谷駐屯地において、現在の戦略環境認識
を共有するとともに、PKO能力構築支援やモ
ンゴルでの多国間訓練カーン・クエスト25等
を通じた関係強化について意見交換しました。
また、施設学校で同時期に実施されている
PKO能力構築支援を視察しました。
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ARMY VOL.110 04

「積極進取」

「信頼強化」
我々が遂行する任務や隊務は基本的に「人」と「人」
との関係で為される。そこには信頼関係が必要であり、
漸次（ぜんじ）強化することが必要である。特に各部
隊等、自衛官・事務官等の各隊員の間（あいだ）の信
頼、海・空自衛隊及び米軍・同志国軍との間（あい
だ）の信頼、国民・地域住民との間（あいだ）の信頼
の関係を維持・強化することは、陸上自衛隊が活動す
る上で必要不可欠なことは論を俟たない。信頼、特に
今申し述べた三つの間（あいだ）の関係の強化に留意
してほしい。

我々がこれから進んでいく時代に生起する事象はその
動きが早く、時に複雑な様相になることが予想される。
事態への対応しかり、いずれ始まるであろう次の防衛
力整備に関わる各種改革等しかり、諸官が取り組んで
いる平素の隊務運営でさえそうであろう。このような
状況の中では、各部隊・隊員が自らの役割を至当に認
識し、それを果たすべく、主体的に、意欲的に、前向
きに物事に臨むという気概と姿勢をまずは持ってもら
いたい。今述べたような考えを最も適切に表現してい
ると思うのが「積極進取」である。

（着任の辞より抜粋）

儀じようを受ける荒井陸幕長

ARMY VOL.11003

着任式
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ARMY VOL.110 04

「積極進取」

「信頼強化」
我々が遂行する任務や隊務は基本的に「人」と「人」
との関係で為される。そこには信頼関係が必要であり、
漸次（ぜんじ）強化することが必要である。特に各部
隊等、自衛官・事務官等の各隊員の間（あいだ）の信
頼、海・空自衛隊及び米軍・同志国軍との間（あい
だ）の信頼、国民・地域住民との間（あいだ）の信頼
の関係を維持・強化することは、陸上自衛隊が活動す
る上で必要不可欠なことは論を俟たない。信頼、特に
今申し述べた三つの間（あいだ）の関係の強化に留意
してほしい。

我々がこれから進んでいく時代に生起する事象はその
動きが早く、時に複雑な様相になることが予想される。
事態への対応しかり、いずれ始まるであろう次の防衛
力整備に関わる各種改革等しかり、諸官が取り組んで
いる平素の隊務運営でさえそうであろう。このような
状況の中では、各部隊・隊員が自らの役割を至当に認
識し、それを果たすべく、主体的に、意欲的に、前向
きに物事に臨むという気概と姿勢をまずは持ってもら
いたい。今述べたような考えを最も適切に表現してい
ると思うのが「積極進取」である。

（着任の辞より抜粋）

儀じようを受ける荒井陸幕長
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ARMY VOL.110 06

駐屯地の
開設記念行事

地域と共に
令和7年9月7日、陸上自衛隊は、佐賀駐屯地において、
中谷防衛大臣、山口佐賀県知事等のご臨席のもと、
駐屯地開設記念式典を実施しました。
式典には国会議員、防衛省関係者、米軍関係者、
地元自治体等を始めとする多くの関係者の皆さまに
ご参加いただきました。

陸上自衛隊は、引き続きインド太平洋地域の平和と安定
に寄与するため、南西地域を含む島嶼防衛能力を
強化していきます。

ARMY VOL.11005

佐賀駐屯地
開設

令和7年7月9日、防衛省は「佐賀駐屯地」を開設しました。
V-22オスプレイの運用を行っている輸送航空隊が木更津駐屯地より移駐しています。

V-22オスプレイの佐賀駐屯地の配備により、
相浦駐屯地等、近傍に所在する水陸機動団の部隊と一体的に運用できる体制を構築します。

島嶼防衛能力の強化
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ARMY VOL.110 06

駐屯地の
開設記念行事

地域と共に
令和7年9月7日、陸上自衛隊は、佐賀駐屯地において、
中谷防衛大臣、山口佐賀県知事等のご臨席のもと、
駐屯地開設記念式典を実施しました。
式典には国会議員、防衛省関係者、米軍関係者、
地元自治体等を始めとする多くの関係者の皆さまに
ご参加いただきました。

陸上自衛隊は、引き続きインド太平洋地域の平和と安定
に寄与するため、南西地域を含む島嶼防衛能力を
強化していきます。
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共同訓練

カマンダグ
２５

令和7年度米比海兵隊等との実動訓練

陸上総隊司令官 陸将 小林 弘樹

担任官

水陸機動団 中央特殊武器防護隊
対特殊武器衛生隊 富士学校

KAMANDAG

ARMY VOL.110 08

実施部隊

令和7年5月26日～6月6日までの間、陸上自衛隊は、
フィリピン共和国において、米比海兵隊主催の
実動訓練（カマンダグ２５）に参加しました。

本訓練の目的は、水陸両用作戦能力を活用した災害救援能力の向上を
図るとともに、陸上自衛隊と米・比海兵隊との相互理解・信頼関係を
促進するものです。

総合訓練においては、日比のボートを活用した洋上機動から上陸、捜索・救援及び
後送までの一連の行動を実施して連携を強化しました。

ARMY VOL.11007

国内初
地対艦誘導弾発射訓練

国内初となる射撃訓練
令和7年6月19日～6月30日までの間、陸上自衛隊は、
北海道静内射撃場において地対艦誘導弾射撃訓練を
実施中のところ、24日に実射訓練を実施し、訓練を
終了しました。

本訓練は第１特科団が担任し、射撃実施部隊の
第1地対艦ミサイル連隊は今まで積み重ねてきた
訓練の成果を遺憾なく発揮し、国内では初となる
88式地対艦誘導弾の射撃訓練を完遂しました。
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共同訓練

カマンダグ
２５

令和7年度米比海兵隊等との実動訓練

陸上総隊司令官 陸将 小林 弘樹

担任官

水陸機動団 中央特殊武器防護隊
対特殊武器衛生隊 富士学校

KAMANDAG

ARMY VOL.110 08

実施部隊

令和7年5月26日～6月6日までの間、陸上自衛隊は、
フィリピン共和国において、米比海兵隊主催の
実動訓練（カマンダグ２５）に参加しました。

本訓練の目的は、水陸両用作戦能力を活用した災害救援能力の向上を
図るとともに、陸上自衛隊と米・比海兵隊との相互理解・信頼関係を
促進するものです。

総合訓練においては、日比のボートを活用した洋上機動から上陸、捜索・救援及び
後送までの一連の行動を実施して連携を強化しました。
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共同訓練

カーン・クエスト
２５

令和7年度多国間訓練

陸上総隊司令官 陸将 小林 弘樹

担任官

陸上総隊 北部方面隊

実施部隊

KHAAN QUEST

ARMY VOL.110 10

令和7年6月14日～6月28日までの間、陸上自衛隊は、
モンゴル国において、モンゴル陸軍及び米陸軍が共催
する多国間訓練（カーン・クエスト25）に参加しました。

本訓練の目的は、国連平和維持活動（PKO）等への派遣に資する
各種能力の維持・向上、ノウハウの獲得・蓄積を図るとともに、
参加各国との相互理解・信頼関係を促進するものです。

国連現地司令部を実設し指揮幕僚活動を演練するとともに、モンゴル陸軍との
共同による実動訓練、重要特技者育成訓練を実施し、ＰＫＯに係る各種能力の
維持・向上、ノウハウの獲得・維持を図ることができました。

共同訓練

サザン・ジャッカルー
２５

令和７年度米豪軍との実動訓練

中部方面総監 陸将 遠藤充

担任官

第４６普通科連隊 中部方面特科連隊

実施部隊

SOUTHERN JACKROO

ARMY VOL.11009

令和7年5月19日～6月13日までの間、陸上自衛隊は、
オーストラリアにおいて、令和7年度米豪軍との
実動訓練（サザン・ジャッカルー25）を実施しました。

本訓練の目的は作戦・戦闘に係る作戦遂行能力の向上を図るとともに、
陸自と米・豪軍との連携を強化するものです。

広大な豪州の訓練基盤を活用し、米豪軍との共同によるＭＣＶ等や砲迫射撃の
実弾射撃訓練、市街地における訓練を実施し作戦遂行能力及び戦術技量の向上
を図りました。
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共同訓練

カーン・クエスト
２５

令和7年度多国間訓練

陸上総隊司令官 陸将 小林 弘樹

担任官

陸上総隊 北部方面隊

実施部隊

KHAAN QUEST

ARMY VOL.110 10

令和7年6月14日～6月28日までの間、陸上自衛隊は、
モンゴル国において、モンゴル陸軍及び米陸軍が共催
する多国間訓練（カーン・クエスト25）に参加しました。

本訓練の目的は、国連平和維持活動（PKO）等への派遣に資する
各種能力の維持・向上、ノウハウの獲得・蓄積を図るとともに、
参加各国との相互理解・信頼関係を促進するものです。

国連現地司令部を実設し指揮幕僚活動を演練するとともに、モンゴル陸軍との
共同による実動訓練、重要特技者育成訓練を実施し、ＰＫＯに係る各種能力の
維持・向上、ノウハウの獲得・維持を図ることができました。
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ケニア

ARMY VOL.110 12

������������������������������������������
国際平和協力活動

ウガンダ
令和7年6月2日～6月13日の間、国連三角パートナーシップ・プログラム（UNTPP）の
国連野外衛生救護補助員コース（UNFMAC）に、教官要員として衛生学校　藤澤２佐は
ウガンダ共和国へ派遣されました。

今後ＰＫＯ等に派遣予定の各国要員に対し、負傷者を医療スタッフの下へ後送するまで
の間に必要な応急救命処置についての知識と技術に係る教育を実施して、能力構築に
寄与しました。

令和7年6月16日～8月8日の間、国連三角パートナーシップ・プログラム（UNTPP）の
教官団として第３施設団　辻本２佐以下２３名はケニア共和国へ派遣されました。
教官団は、派遣の間、アフリカ各国のＰＫＯ等に派遣予定の工兵要員に対して施設機械
操作訓練等を実施しました。
陸上自衛隊は、引き続きUNTPP等を通じ、国際安全保障環境の改善に寄与していきます。

ARMY VOL.11011

国際平和協力活動
������������������������������������������

カンボジア
～令和7年4月28日～6月20日の間、国連三角

パートナーシップ・プログラム（UNTPP）の
教官団として第４施設団　中務２佐以下２３名
はカンボジア王国へ派遣されました。

教官団は、派遣の間、アジア各国のＰＫＯ等に
派遣予定の工兵要員に対して施設機械操作訓練
等を実施しました。

訓練場所となったカンボジアは、平成４年に陸
自が初めて国連ＰＫＯとして部隊を派遣した国
でもあり、同国におけるＵＮＴＰＰの実施をと
おして、更なる密接な関係構築に寄与しました。
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ケニア

ARMY VOL.110 12

������������������������������������������
国際平和協力活動

ウガンダ
令和7年6月2日～6月13日の間、国連三角パートナーシップ・プログラム（UNTPP）の
国連野外衛生救護補助員コース（UNFMAC）に、教官要員として衛生学校　藤澤２佐は
ウガンダ共和国へ派遣されました。

今後ＰＫＯ等に派遣予定の各国要員に対し、負傷者を医療スタッフの下へ後送するまで
の間に必要な応急救命処置についての知識と技術に係る教育を実施して、能力構築に
寄与しました。

令和7年6月16日～8月8日の間、国連三角パートナーシップ・プログラム（UNTPP）の
教官団として第３施設団　辻本２佐以下２３名はケニア共和国へ派遣されました。
教官団は、派遣の間、アフリカ各国のＰＫＯ等に派遣予定の工兵要員に対して施設機械
操作訓練等を実施しました。
陸上自衛隊は、引き続きUNTPP等を通じ、国際安全保障環境の改善に寄与していきます。
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“キャリアを活かせ”今こそ、予備自衛官！！

予備自衛官等の処遇が大幅改善！！

１． 応募資格
自衛官として１年以上勤務した者（自衛官候補生の期間を含む。）
２． 採用時の年齢
１佐～３曹は６２歳未満、士長～２士は５５歳未満
　※ 特別昇任者は特別昇任者後の階級（希望により特別昇任前の階級による任用も可能）
３． 任期
１任期３年（継続任用も可能）
４． 訓練内容
〇　通常、年５日間の訓練に参加（５日連続もしくは２回に分けての参加も可能）
〇　自衛隊を退職して１年未満で採用された場合、初年度は１日間訓練のみでＯＫ
〇　特別な招集訓練として、ＹＳ等の日米共同訓練や特技・技能を活かした訓練等にも

参加可能
５． 手当等
〇　予備自衛官手当（毎月支払われる手当）　　　　　　　　　１２，３００円
〇　訓練招集手当（訓練参加に応じて支払われる手当）　　　　１１，０００円
〇　勤続報奨金（１任期を良好な成績で勤務した者に支給）　　７０，０００円
６． 志願要領
所属部隊等の人事担当者へ予備自衛官に志願することを申し出てください。
ご希望により、最寄りの地方協力本部担当者が更に丁寧にご説明いたします。

Ｐｉｃｋｕｐニュース

詳細は「予備自衛官等制度ＨＰ」を参照

令和７年度予備自衛官中央訓練の景況（令和７年６月）
ARMY VOL.110 14

　予備自衛官等は、常備自衛官とともに任務を遂行する仲間であり、大変重要な存在であることを鑑み、
各種手当等に係る処遇改善や被服・装具の更新等、また招集訓練の魅力化等を図っております。
　退職を間近に控えている皆さま、ぜひ部隊等の担当者や最寄りの地方協力本部へお問い合わせくださ
い。

予備自衛官
即応予備自衛官

予備自衛官補

種　別 手当／月 訓練招集手当／日
（予備自：年5日、即自：年30日） 勤続報奨金／任期（3年）

予備自衛官

即応予備自衛官

4,000円
1 2 , 3 0 0 円

（＋8,300円）

16,000円
1 8 , 5 0 0 円

（＋2,500円）

120,000円
2 1 5 , 0 0 0 円

（＋95,000円）

10,400～14,200円
1 7 , 1 0 0 ～2 6 , 3 0 0 円

（＋6,700～12,100円）

8,100円
1 1 , 0 0 0 円 7 0 , 0 0 0 円（新設）

（＋2,900円）

【凡例】青字：旧手当等額　　　赤字：新手当等額（Ｒ７.　9.　1 施行）

陸上自衛隊最先任上級曹長の活動状況

令和７年７月８日～９日の間、習志野駐屯地、横浜ノースドック
及び相模総合補給廠において日米星最先任交流を行いました。

令和７年６月６日～１２日の間、米国テキサス州フォート・ブリス
において、下士官リーダーシップ研究センター及び米陸軍上級曹長
学校を訪問し、米陸軍の下士官教育体制等の現況把握及び意見交換
をしました。
また、米陸軍上級曹長学校卒業式に参加し、卒業生及び派遣教官と
懇談を実施しました。

隊員との意見交換、勤務環境及び生活環境の現地確認（隊員
激励）を通じ、部隊及び隊員の状況を把握しています。引き
続き様々な活動を通じて、陸上自衛隊の更なる強靭化に努め
ます。

諸外国との下士官交流

部隊現況把握

ARMY VOL.11013

東部方面隊

中央特殊武器防護隊

隊連動機応即２２第隊ータプコリヘ２１第
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“キャリアを活かせ”今こそ、予備自衛官！！

予備自衛官等の処遇が大幅改善！！

１． 応募資格
自衛官として１年以上勤務した者（自衛官候補生の期間を含む。）
２． 採用時の年齢
１佐～３曹は６２歳未満、士長～２士は５５歳未満
　※ 特別昇任者は特別昇任者後の階級（希望により特別昇任前の階級による任用も可能）
３． 任期
１任期３年（継続任用も可能）
４． 訓練内容
〇　通常、年５日間の訓練に参加（５日連続もしくは２回に分けての参加も可能）
〇　自衛隊を退職して１年未満で採用された場合、初年度は１日間訓練のみでＯＫ
〇　特別な招集訓練として、ＹＳ等の日米共同訓練や特技・技能を活かした訓練等にも

参加可能
５． 手当等
〇　予備自衛官手当（毎月支払われる手当）　　　　　　　　　１２，３００円
〇　訓練招集手当（訓練参加に応じて支払われる手当）　　　　１１，０００円
〇　勤続報奨金（１任期を良好な成績で勤務した者に支給）　　７０，０００円
６． 志願要領
所属部隊等の人事担当者へ予備自衛官に志願することを申し出てください。
ご希望により、最寄りの地方協力本部担当者が更に丁寧にご説明いたします。

Ｐｉｃｋｕｐニュース

詳細は「予備自衛官等制度ＨＰ」を参照

令和７年度予備自衛官中央訓練の景況（令和７年６月）
ARMY VOL.110 14

　予備自衛官等は、常備自衛官とともに任務を遂行する仲間であり、大変重要な存在であることを鑑み、
各種手当等に係る処遇改善や被服・装具の更新等、また招集訓練の魅力化等を図っております。
　退職を間近に控えている皆さま、ぜひ部隊等の担当者や最寄りの地方協力本部へお問い合わせくださ
い。

予備自衛官
即応予備自衛官

予備自衛官補

種　別 手当／月 訓練招集手当／日
（予備自：年5日、即自：年30日） 勤続報奨金／任期（3年）

予備自衛官

即応予備自衛官

4,000円
1 2 , 3 0 0 円

（＋8,300円）

16,000円
1 8 , 5 0 0 円

（＋2,500円）

120,000円
2 1 5 , 0 0 0 円

（＋95,000円）

10,400～14,200円
1 7 , 1 0 0 ～2 6 , 3 0 0 円

（＋6,700～12,100円）

8,100円
1 1 , 0 0 0 円 7 0 , 0 0 0 円（新設）

（＋2,900円）

【凡例】青字：旧手当等額　　　赤字：新手当等額（Ｒ７.　9.　1 施行）
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突撃！タクマくん
～vol.6陸上自衛隊の生活・勤務環境の密着取材～

ARMY VOL.110 16

今回は特別にもう１件、トレンド発信しちゃうぞ

防衛省広報アドバイザー青木源太さんに、陸上自衛隊の生活・勤務環境の取材を受けたよ！
動画で、八尾駐屯地の生活環境が詳しく紹介されてるから是非見てネ

私の部屋もこんな風になればいいな～

突撃！タクマくん

ARMY VOL.11015

みんなは「１枚で分かるシリーズ」って知っているかな？

実は４月から毎月、陸上自衛隊部内外ＨＰやＳＮＳで
陸上自衛隊に関する情報をお届けしているよ！

分かり易くてスゴくイイネッ！

これを使えば、身近な人に説明できるし、
自分で見ても陸上自衛隊を再認識できるね

～vol.5 陸上自衛隊１枚でわかるシリーズ～

こんにちは！私は陸GIRLのユウちゃんだよ

私が作ってるよ♪
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突撃！タクマくん
～vol.6陸上自衛隊の生活・勤務環境の密着取材～

ARMY VOL.110 16

今回は特別にもう１件、トレンド発信しちゃうぞ

防衛省広報アドバイザー青木源太さんに、陸上自衛隊の生活・勤務環境の取材を受けたよ！
動画で、八尾駐屯地の生活環境が詳しく紹介されてるから是非見てネ

私の部屋もこんな風になればいいな～
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隊員自主募集
ご協力のお願い

後輩は自らの手で！！

▼隊員自主募集の流れ ■自衛官募集公式
Youtubeチャンネル

▼自主募集情報の取得について

いつも多くの自主募集情報ありがとうございます。

昨年度の入隊者のうち、
自主募集情報からの入隊者は

約３０％
いるんです！！

【陸上自衛隊オフィスツアー】
【陸自募集ＣＭ】

ＰＯＴＹ
２０２５

ＭＯＴＹ
２０２５

令和７年度自衛隊 写真・動画コンテスト
Photo Of The Year
Movie Of The Year 作品募集中！

今年もやります！

募集期間：令和７年１２月１２日（金）まで
応募対象：陸上自衛隊職員
作品規定：写真（1MB以上のデータ）、動画（60秒以内）など
応募方法：直近の広報室等を通じ、陸上幕僚監部監理部総務課広報室宛に提出
（応募要領の詳細は、直近の広報室等にご確認ください。）

あなたの作品が、陸自の魅力を伝える力になります

■昨年度受賞作品

東部方面混成団 ３等陸曹 真弓真由

第１空挺団 ２等陸曹 長野本誉

【マニュアル参照先】
業務システム中央ポータルサイト陸上幕僚監部トップ画面
▶人事教育部募集・援護課サイトトップ▶隊員自主募集アイテム
▶【NEW】R７一般隊員向け隊員自主募集ガイドライン
一般隊員向け隊員自主募集ガイドラインの他、大学生・高校生
との向き合い方マニュアル等を収納

陸自の募集広報動画「陸自募集ＣＭ」、
「陸上自衛隊オフィスツアー」、やす子さんと
コラボした陸自ロゴ作成動画など、自衛官
としての職業の魅力を紹介する多数の動
画を掲載しています！

ARMY VOL.110 18

平和を、仕事にする。
陸 海 空自衛 官 募 集

【各所修繕及び営舎費に係る陸自の予算状況】（単位︓億円)

生活・勤務環境の改善・魅力化

陸幕人事教育部の
ＨＰ上にアップされているよ!

27.2
67.9

115.0
176.1

５年度 ６年度４年度 ７年度

隊舎を改修したり、
空調機や水回りの設備を充実させるための予算UP!

矢臼別演習場

日本原演習場

信太山演習場

むつみ演習場

トイレの改修・洋式化トイレの改修・洋式化

全面改修全面改修

間仕切りで女性区画増設間仕切りで女性区画増設

誰もが毎日必ず使うトイレは、
多くの研究で「労働者の満足度
を左右する重要な要素」とされ
ている︕

Topic① Topic②

陸上自衛隊として、
令和７年度末までに洋式化
を完了※し、さらに令和８年度
末までにウォッシュレットの
設置を進めていきます。
※和式派等のため一部は除く

塗装・タイル貼替塗装・タイル貼替

ARMY VOL.11017
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隊員自主募集
ご協力のお願い

後輩は自らの手で！！

▼隊員自主募集の流れ ■自衛官募集公式
Youtubeチャンネル

▼自主募集情報の取得について

いつも多くの自主募集情報ありがとうございます。

昨年度の入隊者のうち、
自主募集情報からの入隊者は

約３０％
いるんです！！

【陸上自衛隊オフィスツアー】
【陸自募集ＣＭ】

ＰＯＴＹ
２０２５

ＭＯＴＹ
２０２５

令和７年度自衛隊 写真・動画コンテスト
Photo Of The Year
Movie Of The Year 作品募集中！

今年もやります！

募集期間：令和７年１２月１２日（金）まで
応募対象：陸上自衛隊職員
作品規定：写真（1MB以上のデータ）、動画（60秒以内）など
応募方法：直近の広報室等を通じ、陸上幕僚監部監理部総務課広報室宛に提出
（応募要領の詳細は、直近の広報室等にご確認ください。）

あなたの作品が、陸自の魅力を伝える力になります

■昨年度受賞作品

東部方面混成団 ３等陸曹 真弓真由

第１空挺団 ２等陸曹 長野本誉

【マニュアル参照先】
業務システム中央ポータルサイト陸上幕僚監部トップ画面
▶人事教育部募集・援護課サイトトップ▶隊員自主募集アイテム
▶【NEW】R７一般隊員向け隊員自主募集ガイドライン
一般隊員向け隊員自主募集ガイドラインの他、大学生・高校生
との向き合い方マニュアル等を収納

陸自の募集広報動画「陸自募集ＣＭ」、
「陸上自衛隊オフィスツアー」、やす子さんと
コラボした陸自ロゴ作成動画など、自衛官
としての職業の魅力を紹介する多数の動
画を掲載しています！

ARMY VOL.110 18

平和を、仕事にする。
陸 海 空自衛 官 募 集
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